橿 の 木 は 、 両 手 を 広げ 中 編 


芳 流 (kaoru ) 


https://wwwr.pDixiV.ne び novel/show.php?id=16937032 
ダイ の 大 冒険 マ アァ アム, ヒュ ン ケ ル , ヒュ ンマ , ヒュ ンマ フェ ス 


前 編 か ら 少 し 時 間 が 経過 。 
物語 の 「 転 」。 


この あたり か ら 提 キャ ラ の 動き が 激しく な り 、 作 者 も 混乱 し 出し た 
の で 、 エ クセ ル で 昔 キ ャ ラ の 行動 表 と か 作っ て 整理 し て いた と か い 
う 、 や っ ぱり 作者 泣か せな 話 。 


2022.2.5 開 催 ヒ ュ ン マフ ェ ス ・ ウ イン ター 合わ せ 。 

2022.3.21 表 紙 差し 替え 。 表 紙 の 写真 は 、photo A Chttps://www.photo- 
ac.com/ 様 で お 借り し まし た 。umo ( ゆ も ) 様 の 「 棲 の 木 と 新緑 」 と 
いう 作品 で す 。 
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橿 の 木 は 、 両 手 を 広げ 中 結 


マ ア ァ アム は 、 礼 拝 を 終え て 、 シ モン と と も に 教会 を 出る と 、 そ の 建 
物 の 前 で 、 二 人 の 少女 に 行き あっ た 。 

年 の 瀬 の 迫る この 季節 、 外 の 気温 は 下がっ て いた が 、 こ の 日 は 陽 
が 出 て お り 、 昨 日 より も 温か か っ た 。 

教会 の 棲 の 木の下 で 、 1 0 歳 く らい の 幼い 少女 と 、 そ れ よ り も 少 
し 年 上 の 少女 が 手 を つない で いた 。 

幼い 少女 は 、 濃 い 栗 色 の 髪 を し て お り 、 そ れ を 2 つ に 結 わ っ て い 
た 。 

年 長 の 少女 は 、 濃 い め の 亜麻 色 の 髪 を 、 育 中 で 一 つ に 束ね て お 
けり 、 鮮 や か な 明る い 色 彩 の ゆっ た けり と し た ズボン を は いて いた 。 

マ ァ アム た ち が 教 会 の 入り 口 か ら 外 に 出る と 、 幼 い 少 女 が マ ァ ム に 
気付 いて 手 を 振っ た 。 

「 マ アム お 姉ちゃん ! シ モン お 兄ちゃん ! 」 

マ ァ ム も 答え た 。 

「 ミー ナ 。 エ リカ も 。 」 

エリ カ も 、 マ ァ ム に 気付 き 、 軽 く 手 を 振っ た 。 

マ ア ム は エリ カ に 叶 ね た 。 

「 礼拝 に 来 た の ? 」 

「 つん 。 お じい ちゃ ん の 体調 が あん まり よく な いか ら 、 神 様 に お 祈 
り し よう っ て 。 」 

エリ カ が マ ァ ム に 答え た 。 

「 マ アァ アム ちゃ ん も ? シモ ン と 来 た の ? 」 

「 中 で 会 っ た ん だ よ 。 」 

エリ カ の 問い に 、 シ モン が 答え た 。 

マ ア ム は 、 レ イラ と と も に 数 日 前 に 往診 し 、 薬 を 届け た ば か り の 
エリ カ の 祖父 を 思い 出し た 。 高齢 で あり 、 心 臓 が 弱っ て いた た め 、 
気付 け の 楽 を レイ ラ が 処方 し て いた 。 心 配 な 状態 で ある こと は 間 違 
いな か っ た が 、 マ ァ ム は 、 そ れ を 二 人 の 少女 に 感じ させ た く は な 
か っ た 。 

マ ア ァ アム は 、 穏 や か に 微笑 お と 、 二 人 の 少女 に 声 を か けた 。 


「 エリ カ の お じい ちゃ ん 、 早 く 良 く な る と いい ね 。 」 
「 歳 だ か ら ね 。 しょ うつ が な いん だ けど 。 
あり が と う 、 マ ァ ム ちゃ ん 。 』 
エリ カ は 困っ た よう な 顔 で マ ァ ム に 答え た 。 
ミー ナ と エリ カ 、 二 人 の 家 は 隣 同士 で 、 日 ご ろか ら よ く 行 き 来 を 
し て お り 、 姉 妹 の よう に 育っ て いた 。 ミ ー ナ に と っ て 、 ミ ー ナ を 孫 
の よう に か わい が っ て くれ る エリ カ の 祖父 は 、 自 分 の 祖父 も 同然 
だ だら 7 だ 。 
ミー ナ は 、 不 安 げ に エリ カ を 見 上 げた 。 
「 お 姉ちゃん ・・・。」 
する と 、 エ リカ は 、 ミ ー ナ に 微笑 みか けた 。 
「 大 丈夫 、 ミ ー ナ 。 今日 は 私 が 森 へ 行っ て 、 マ ッシュ ルー ム と うさ 
ぎ を 取っ て くる ん だ か ら ! それ で 、 美 味 し い シ チュ ー を 作っ て あげ 
る 。 そ うし た ら 、 お じい ちゃ ん も よく な る か ら ね 。 滋養 の 付く も の 
食べ させ な いと 。 
ミー ナ の お うち に も 分 け て あげ る ね ! 」 
「 つ うさぎ ! お 姉ちゃん 、 獲 っ て これ る の ? 」 
「 昨日 わな を 仕掛 けた の よ 。 こ の 前 、 シ モン に 教え て も ら っ た か け 
方 で 。 た ぶん 、 か か っ て いる と 思う っ 。 
ね 、 し 2 」 
「 あ 、 あ あ ・・・。」 
シモ ン は 戸惑っ た よう に 答 えた 。 確か に 少し 前 に 、 エ リカ に うさ 
ぎ を 取る 罠 の か け 方 を 教え た 。 だ が 、 昨 日 、 エ リカ が 森 の 中 に 仕掛 
け に 行っ た の だ と は 聞い て いな か っ た 。 
シモ ン は エリ カ に 尋ね た 。 
「 ひとり で 行っ た の か ? 」 
の で うま 。 
エリ カ は 、 あ っ さり と 育 定 し た 。 何故 そ ん な こと を 聞く の か と 、 
不思議 そつ な 目 で シモ ン を 見 て いる 。 
シモ ン は 、 マ ァ ム と 上 顔 を 見 合わ せ た 。 二 人 と も 戸惑っ た 顔 を し て 
いた 。 
エリ カ は 、 ま だ 1 4 歳 の 少女 で あっ た が 、 年 齢 より も た くま し 
し 1。 


だ が 、 彼 女 は まだ 成人 扱い で は な い 。 村 の 大 人 た ち に 知ら され て 
いる こと で も 彼女 の 耳 に は 入っ て いな いこ と が あっ た 。 
マ ア ァ アム も シモ ン も 、 こ こ 数 日 の 森 の 様子 を 思い 、 眉 根 を 寄せ た 。 
マ ァ ム は 、 エ リカ に 提案 し た 。 
「 エ リカ 、 森 に わな を 見 に 行く の な ら 、 後 で 私 も 一 緒 に 行く わ 。 」 
「 マ アム ちゃ ん ? 私 、 一 人 で 大 丈夫 よ 。」 
「 つ うん 。 エ リカ は し っ か り し て る も の ね 。 
で も 、 冬 の 森 は 危な いか ら ね 。 一緒 に 行っ て あげ る わ 。 」 
する と 、 シ モン が 口 を は さん だ 。 
「 俺 が 行く よ 。 俺 が 教え た ん だ し 。 
それ で いい だ ろ つ 、 マ アァ ム 。 」』 
「 あ 、 そ うつ ね 。 シ モン が 行っ て くれ る な ら 。」 
「 エ リカ 、 後 で 、 わ な 仕掛 けた 場所 教え て くれ よ 。 」 
「 あ 、 つ ん 。」 
マ ァ ム も シモ ン も 、 本 心 を エリ カ に は 語ら な か っ た 。 心 配 さ せる 
必要 は な いと 思っ た か ら だ 。 
ここ 数 日 、 ネ イル 村 を 取り 囲む お 森 の 中 で 、 見 た こと の な い 旅 人 を 
見 か ける こと が 増え て いた 。 も と も と さほど 往来 の 激しい 森 で は な 
い 。 そ れ な の に 、 明 ら か に この あたり けり の 住人 で な い 者 の 姿 を 、 そ れ 
も 数 日 間 に わ た っ て 、 複 数 の ネイ ル 村 の 村人 が 目撃 し て いる の だ 。 
その こと は 、 マ ァ ム も シモ ン も 把握 し て いた 。 
だ が 、 そ れ に つい て は 、 二 人 と も 、 少 女 た ち に は 語ら な か っ た 。 


マ ァ ム は 、 こ の 日 の 仕事 を 終え 、 自 宅 に 戻る と 、 湯 を 沸か し た 。 
年 の 瀬 も 近づき 、 寒 さ が 厳 し い 季 節 に な っ て きた 。 

マ ァ ム は 、 保 存 用 の ガラ ス 瓶 か ら 、 は ち み つ 漬 け の ジン ジャ ー を 
取り 出し 、 カ ッ プ に 入れ る と 、 そ こ に 熱い 湯 を 注い だ 。 寒い とき に 
は 、 体 を 温め る 飲み 物 が 欲し く な る 。 

マ ア ム は 、 ハ ニー・ ジ ンジ ャ ヤー ティー を 飲み な が ら 、 今晩 の 夕食 
を 何 に し よう か と 考え て いた 。 
する と 、 慌 た だ し く 、 婦 関 の ド ア が 叩か れ た 。 

「 ヒュ ン ケ ル ! いる か ! ?」 

その 声 は 、 シ モン だ っ た 。 


た だ な ら め ぬ 様 子 に 、 マ ァ ム は 急い で 、 北 関 の ド ア を 開け た 。 
する と 、 そ こ に は 、 シ モン と 、 真 っ 赤 に 泣き は ら し た 目 を し た 
ミー ナ が 立っ て いた 。 
マ ァ ム は 驚い て 二 人 に 尋ね た 。 
「 ミ ー ナ ? どう し た の ? 」 
「 マ アァ ム お 姉ちゃん ・・・。」 
ミー ナ は 、 泣 き 顔 の まま 、 マ ァ ム を 呼ん だ 。 
シモ ン も 難し い 顔 を し て いた 。 
彼 は 、 き ょ ろ き ょ ろ と 室内 を 見 回 す と 、 マ ァ ム に 尋ね た 。 
「 ヒ ュ ン ケル は いな い の か ? 」 
「 今日 は うち の 畑 に 行っ て いる わ 。 夕 方 に は 帰っ て くる は ず だ け 
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何 が あっ た の ? 」 
二 人 の た だ な ら め ぬ 様 子 に に 、 マ アァ ム は 尋ね た 。 シ モン と ミー ナ は 二 
人 で 顔 を 見 合わ せ て いる 。 
シモ ン は し ば らく 大 近 し て いた が 、 彼 より も 先 に ミー ナ が 口 を 開 
いた 。 
「 エ リカ お 姉ちゃん が 一 人 で 森 に 行っ て 、 帰 っ て こない の ! 」 
ミー ナ は 叫ん だ 。 
マ ァ ム は 驚い て 声 を あげ た 。 
「 どう いう つこ と ?2 だ っ て 、 シ モン が 一 緒 に 行く っ て ・・・。」 
ミー ナ が 泣き な が ら 答 えた 。 
「 エ リカ お 姉ちゃん 、 お 兄ちゃん は 忙し ! い だろ つか ら っ て 先 に 一 人 
で 行っ ちゃ っ た の ! それ で ・・・。」 
「 俺 が エリ カ を 迎え に 行っ た ら 、 も うつ いな か っ た ん だ 。 」 
シモ ン は 、 苦 々 し げに 言葉 を 絞り 出し た 。 
「 俺 も 始め は そん な に 深刻 に 考え て いな か っ た ん だ 。 危 な いっ て 
吉 っ て も 、 真 昼間 だ っ た し 、 す ぐに 帰っ て くる だ ろう つっ て 。 エ リカ 
が どこ に わな 仕掛 けた の か も 聞い て な か っ た し 。 
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シモ ン は そこ で 口 を つぐ ん だ 。 吾 葉 を 区 切っ た その 様子 に 、 マ ァ 
ム は 嫌 な 予感 が し た 。 
マ ァ ム は 尋ね た 。 


「 何 か あ っ た の ? 」 

シモ ン は 、 重 々 し く 口 を 開い た 。 

「・・・ 森 に 警戒 に 出 て いた お じ さ ん が 、 変 な と ころ に 藤 が 落ち て 
た っ て 、 拾 っ て きた ん だ ・・・。 

年 編 の だ っ た シタ ャ 。 

「 え 2? 」 

見 る と 、 ミ ー ナ が 、 藤 蘭 を 両手 で 持っ て いた 。 そ の 持ち 手 の 部 分 
に 、 明 る い 色 の スカ ー フ が 結ん で あっ た 。 マ ァ ム も 見 覚え が あっ 
た 。 エ リカ が 持っ て いた も の だ っ た 。 

マ ア ァ アム は 上 ずっ た 声 で 、 ミ ー ナ に 尋ね た 。 

「・・・ こ れ が ・・・ 落 ち て た の ? 」 

「 つ ん 。 近 くに ナイ フ も あっ た っ て 。 」 

マ ア ァ アム は 、 真剣 な 眼差し で 二 人 に 尋ね た 。 

「 工 リカ は 、 い つ 頃 行っ た の ? 」 

「 お 昼 頃 。 」 

「 で も も つう 、 2 時 間 以 上 経つ 。 さ す が に 帰っ て こない の も お か し い 
し 、 六 や ナイ フ が 森 に 落ち て た っ て 、 お か し すぎ る だ ろ ? 

ここ の と ころ 、 森 も 不穏 だ っ た か ら 、 ヒ ュ ン ケル に 相談 し て 一 緒 
に 探し に 行っ て も ら お うと 思っ た ん だ よ 。 」 

冬至 を 間近 に 控え た 今 の 季節 は 、 日 没 が 早い 。 間 も な く 、 太 陽 が 
傾き 始め る 時 間 に な る 。 導 に 包ま れ た ネイ ル の 森 は 極め て 危険 だ 。 
か つて は 魔 の 森 と 喜 わ れ た くら い の 、 迷 いや すい 、 モ ンス ター や 野 
生 動物 の 多い 深い 森 だ 。 

その 上 、 い ま は 、 大 き な 瞳 念 が あっ た 。 

マ ア ァ アム は 、 し ば し 考え て いた が 、 や が て 顔 を あげ る と 、 き っ ぱり 
と し た 口調 で 二 人 に 吉 っ た 。 

「・・・ 私 が 行く わ 。 」 

「 マ アム ! ?」 

「 お 姉ちゃん ?」 

「 和 森 の こと は 、 私 の 方 が よく 知っ て いる わ 。 ヒュ ン ケ ル を 待っ て い 
る 時 間 も な い も の 。 私 が 行く わ 。 」』 

マ ァ ム は 、 心 配 そ うに 眉 根 を 寄せ た ミー ナ に 微笑 みか けた 。 そ つう 
し て 、 わ ざと 明る い 声 を 出 し た 。 


「 大 丈夫 よ 、 ミ ー ナ 。 す ぐに エリ カ 見 つけ て 戻っ て くる か ら ! 」 
マ ア ム は シモ ン に 目 を 止め る と 、 彼 に 釘 を 刺し た 。 
「 ヒュ ン ケ ル に は 喜 わ な いで お いて 。 心配 させ る と いけ な いか ら 。 
大 丈夫 ! すぐ に 帰っ て くる か ら ね 。 」 
「 あ 、 ああ ・・ *o ゴ 
その 有無 を 吉 わ せな い マ ァ ム の 日 調 に 、 シ モン は 、 た め ら いな が 
ら も うな ずく し か な か っ た 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 ぐるり と 森 の 中 を 直 回 し て 歩き な が ら 、 ネ イル 村 
へ と 足 を 進め て いた 。 

彼ら の 畑 か ら ネ イル 村 ま で は 、 村 人 の 往来 する 小径 が 引か れ て お 
り 、 村 を 取り 囲む 森 に 大 きく 踏み 込ま ず に 帰る こと が で きる 。 

だ が 、 ヒュ ン ケ ル は 、 こ の 日 は 、 畑 か ら の 帰り 道 、 あ えて 大 きく 
森 に 足 を 踏み 人 人 れ な が ら 、 村 へ の 帰途 に つい て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 ふ と 、 視線 を 大 地 に 落と し た まま 、 何 か に 気付 
き 、 膝 を 折っ た 。 彼 は 、 し ゃ が み 込 むと 、 そ の 手 で 枯草 を か き 分 
MG の RSS 

その 大 地 に 現れ た 無 吉 の 警告 に 気付 き 、 ヒ ュ ン ケル は 、 い ぶ か し 
げに 眉 を ひそ め た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 大 地 に 視線 を 落と し た まま 、 数 歩 、 移 動 し 、 ま た 
を 落と す と 、 そ の 地面 の 表面 を 手 で 擦り 、 そ こ に 残さ れ た わずか 
な 情報 を 読み 取 ろ つと し て いた 。 

し ば らく する と 、 ヒュ ン ケ ル は 立ち 上 が っ た 。 

そし て 、 彼 は 、 ネ イル 村 の ある 東 の 方 向 と は 異な り 、 北 の 方 角 に 
眼差し を 向け た 。 

その 眼差し は 、 か つて の 性 の 目 、 そ の も の で あっ た 。 


マ ァ ム は 、 エ リカ の 籠 と ナイ フ が 見 つか っ た と いう 地点 を 聞き 出 
し 、 その 地 へ と 走っ た 。 

方 負 と 距離 を 聞き 、 地 点 を 定め る 。 
する と 、 森 の 中 で 、 少 し 木々 の 隙間 が あり 、 空 間 が で き て いる と こ 
ろ に た どり 着い た 。 村 人 の 話 か ら す る と 、 お そら く こ こ だ ろ っ う 。 

マ ァ ム は この 場所 に は 見 覚え が あっ た 。 


以前 も 、 こ の あたり の 者 で は な い 人 間 が いた と 村人 に 聞き 、 ヒ ュ 
ン ケ ル と と も に 様子 を つか が い に 来 た 場所 だ 。 

マ ア ム は 、 周 囲 の 様子 を つか が うと 、 周 辺 の 木 に 、 新 し い 切 れ 込 
み が 入 っ て いる こと に 気付 いた 。 そ れ も 一 つ で は な い 、 複数 だ 。 

地面 の 草 は 踏み 固め られ て お り 、 い くつ か の 細い 木 は 、 ち ょ うど 
マ ア ァ ム の 腰 当 た けり の 高 さ で 折れ 、 倒 され て いた 。 

マ ア ァ アム は 、 大 い 幹 に つけ られ た 傷跡 に 手 を 触れ た 。 ま だ 新しく 、 
その 隙間 か ら 生 木 の 白い 肌 が 覗い て いた 。 

- 幼 物 の 跡 ・・・。 

マ ア ァ アム は 、 請 を 噛ん だ 。 

何 も な いよ うな こん な 場所 で 、 剣 や ナイ フ を 振り か ざす 必要 は な 
い 。 同 じ 木 の 幹 に 、 複 数 の 刀 傷 が つけ られ て いる こと か ら す る と 、 
あえ て 、 こ の 木 を 切り つけ た と いう こと だ ろう 。 

それ は 何 の た めか 。 

マ ァ ム は 、 嫌 な 推測 に た どり 着き 、 息 を の ん だ 。 
ーー・・・ 破 の た め ね 。 

そし て 、 不 自然 に 倒れ た 細い 木 、 踏 み 固 め ら れ た 下草 。 

複数 の 人 間 が この 場 に お り 、 争 っ た 様子 が 見 て 取れ た 。 

この 場 に 、 エ リカ の 科 と ナイ フ が 落ち て いた 。 

威 蹴 し 、 争 っ た 相手 は 誰か 。 

マ ァ ム の 育 を 、 冷 た い 汗 が 流れ た 。 真冬 だ と いつ の に 。 

マ ァ ム は 、 気 を 引き 締め る と 顔 を 上 げ 、 周 囲 を 見 渡し た 。 木々 の 
倒れ 方 や 下草 の 踏み 固め られ 方 か ら 、 こ こ か ら ど の 方 向 に 進ん だ の 
か が 分 か っ た 。 

マ ァ ム は 、 焦 る 気持 ち を 反 えな が ら 、 注 意 深く 足 を 進め た 。 

エリ カ の 無事 を 祈り つつ 。 


陽 が 沈み 始め た ころ 、 ヒ ュ ン ケル は ネイ ル 村 に 戻っ た 。 

する と 、 村 の 入り 口 付 近 の 路地 で 、 ア レク と シモ ン が 立ち 話 を し 
て いた 。 だ が 、 普 段 と は 異な り 、 彼 ら は ひど く 深 刻 そ うな 表情 を 浮 
か べ て いた 。 

不審 に 思っ て 、 ヒ ュ ン ケル が 彼ら に 視線 を 向け て いる と 、 二 人 も 
ヒュ ン ケ ル に 気付 いた よう だ っ た 。 


だ が 、 こ こ か ら も 、 普 段 と 異な っ て いた 。 

いつ も な ら 気 さく に 声 を か け て くる 二 人 だ 。 

し か し 、 ア レク は ヒュ ン ケ ル の 方 を 向い て いる も の の 、 シ モン が 
彼 の 腕 を 引い て 何やら 制止 し て いる 。 

常に な い 雰 囲 気 を 感じ 取っ た ヒュ ン ケ ル は 、 い っ そう 、 眉 を ひそ 
め た 。 

する と 、 ア レク が シモ ン を 振り 切っ て 、 ヒ ュ ン ケル を 呼び 止め 
た 。 

「 ヒュ ン ケ ル 。 」 

「 ア レク っ ! ヒュ ン ケ ル に は ・・・。.」 

「 だから っ て 、 こ いつ に 吉 わ な いわ け に は いか な い だ ろ つう! 」 

「 で も 、 マ ァ ム が ・・・。」 

「 マ アァ アム? マ ア ム に 何 か あ っ た の か ? 」 

ヒュ ン ケ ル に 導き と が め ら れ 、 シ モン は 顔色 を 変え た 。 

「 あ ・・・ し いや ・・・。」 

返事 は な い が 、 そ の 表情 が 、 彼 の 内 心 を 明確 に 物語 っ て いた 。 
ヒュ ン ケ ル は 嫌 な 予感 に 襲わ れ た 。 

シモ ン に 近づき 、 問 いた だ そう と し た 。 

する と 、 ア レク が 喜 葉 を 継い だ 。 

「 ま だ わか ら な い 。 何 か あっ た の は 、 マ ァ ム じゃ な い 。 エ リカ 
だ 。」 

ヒュ ン ケ ル は アレ ク に 顔 を 向け た 。 状 況 が つか め な か っ た 。 
アレ ク は 吉 葉 を つづ けた 。 

「 エエ リカ 、 わ か る な ? ミー ナ の 隣 の 家の子 だ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は うつ な ずい た 。 

ミー ナ の こと は マ ァ ム が か わい が っ て お り 、 彼 ら の 家 に も よく 来 
る の で 、 よ く 知 っ て いた 。 ミ ー ナ が 、 と きど き エ リカ と 一 緒 に いる 
と ころ も 見 か け て いた 。 ヒュ ン ケ ル 自 身 は エリ カ と 言葉 を 交わ し た 
こと は 数 える 程度 し か な か っ た が 、 も ちろ ん 、 わ か ら な いと いう つこ 
と は な か っ た 。 

「 エリ カ が 、 森 に 、 食 料 を 採り に 行っ た 。 こ この と ころ 、 森 が 不穏 
だ っ た だ ろう ? だ か ら 、 シ モン が つい て いく と 吉 っ た ん だ が 、 森 の 
状況 を 知ら され て いな か っ た エリ カ は 一 人 で 先 に 行っ て し まっ た ん 


だ 。 

で うし だ ら >* マ 。a』 

アレ ク は 、 こ こ で 声 を 落と し た 。 

「 森 の 中 に 、 エ リカ の 和議 と 上 ナイフ だ けが 落ち て いた 。 村 の や つが 見 
つけ た ん だ ・・・。」』 

ヒュ ン ケ ル は 短く 尋ね た 。 

「 工 リカ は 。 」 

「 ま だ 見 つか っ て いな い 。 」 

「 籠 と ナイ フ が 見 つか っ た の は どの 辺 だ ? 」 

「 村 か ら 北 西 に 出 た 方 負 で 、 2 マイ ル く らい 進ん だ と ころ だ 。 

少し 開け て いて 、 以 前 か ら 、 と きど き 、 こ の あたり の 者 じゃ な い 
女 ら を 見 か け て いた あたり だ 。 」 

その 場所 に は 、 ヒ ュ ン ケル も 心当たり が あっ た 。 以 前 、 村 の 者 に 
吉 わ れ て 、 マ ァ ム と と も に 警戒 に 行っ た こと が ある 。 そ の と き は 、 
誰 に も 会 わな か っ た の だ が 。 

ヒュ ン ケ ル と マ ァ ム が 急い で 行っ て 3 0 分 エリ カ の 足 で は 1 時 
間 く らい か か る 地点 だ っ た 。 

エリ カ の 行方 も 気がかり で は あっ た が 、 ヒュ ン ケ ル に は 、 何故 
マ ァ ム の 名 が 出 て いた の か 、 気 に な っ て 仕方 が な か っ た 。 

だ が 、 エ リカ が 帰っ て こない と マ ァ ム が 知っ た と し た ら 、 彼女 が 
この 事態 を 放 っ て お ける は ず が な いで あろ うつ こと は 、 ヒ ュ ン ケル に 
も 容易 に 想像 が つい た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 嫌 な 予感 を 胸 に 抱き つつ 、 そ れ を 面 に 出さ な いよ 
うに 、 二 人 に 話し か けた 。 

「 それ で 、 マ ァ ム は どう し た ん だ ? 」 

シモ ン は 、 不 安 げ に アレ ク を 見 上 げた 。 

アレ ク は 、 一 瞬 、 吉 葉 に 詰まっ た が 、 す ぐに 意 を 決し た よう に 
ヒュ ン ケ ル に 答え た 。 

「 マ ァ ム は 、 エ リカ を 探し に 行っ た 。 」 

予想 通り の 答え だ っ た 。 ヒュ ン ケ ル は 、 焦 る 気持 ち を 抑 えな が 
ら 、 ア レク に 問う た 。 

「 い いつ ご ろ 、 出 て いっ た ん だ ?」 

「 も つう 2 時 間 く らい 前 だ 。 


・・・ 二 人 と も 、 帰 っ て こない 。」 

重々 し い ア レク の 吉 葉 に 、 ヒ ュ ン ケル は 、 目 の 前 が 暗く な る の を 
感じ た 。 マ ァ ム や エリ カ は 、 森 と と も に 育っ て いる 。 た だ 道 に 迷っ 
て いる わけ で は な いと いう つこ と は すぐ に 推測 で きた 。 

エリ カ が けが を し て いた り 、 あ る い は トラ ブル に 巻き 込ま れ て い ! 
た と し て も 、 マ ァ ム が 一 緒 な ら 、 も う 帰 っ て き て いて も お か し く は 
な い 。 

だ が 、 い まだ 、 二 人 の 姿 は な か っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 胸 に 沸き 起こ る 嫌 な 予感 と 戦い な が ら 、 慎重 に 吉 
葉 を 紡い だ 。 

「 マ ァ ム まで 帰っ て こない と いつ こと は ・・・ 何 か あっ た の か も し 
れん 。 俺 が 様子 を 見 に 行く 。 」 

する と 、 シ モン が 声 を あげ た 。 

「 え 、 で も お 前 、 森 の 道 分 か る の か ? も う 陽 も 落ち る ぞ 。 」 

だ が 、 ヒ ュ ン ケル は こと も な げに 言っ た 。 

「 大 丈夫 だ 。 何 か あっ た と き の た め に 、 森 の 地図 は 、 マ ァ ム と 作っ 
て いる 。 大体 の 地形 は 頭 に 入っ て いる 。』 

DS の we ざい 

ヒュ ン ケ ル は その 面 に 真剣 な 色 を 浮か べ 、 二 人 に 向き 頁 っ た 。 彼 
は 、 す で に 、 普 段 と は 異な る 、 戦 士 の 目 に 戻っ て いた 。 

「 何 も な けれ ば いい が ・・・ マ ァ ム た ち が す で に トラ ブル に 人 巻き 込 
まれ て いる 可能 性 も 高い 。 万 が 一 の と き に 、 二 人 に 頼み た いこ と が 
ある 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 依頼 に 、 ア レク は うな ずい た 。 

「 ああ 。 何で も 吉 っ て くれ 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 短く 礼 を 吉 っ た 。 

「 助かる 。 

人 を そろ えて ほし い 。 弓 を 使え る 人 間 を 1 0 人 くら い )。 
射る だ け で いい 。 精度 は 問わ な い 。 」 

「 それ は 、 シ モン な ら す ぐに 分 か る だ ろう 。 集 め ら れる な ? 」 

「 あ 、 あ あ 。」 

アレ ク に 話 を 振ら れ 、 シ モン は 戸惑い な が ら も うな ずい た 。 彼 は 
ネイ ル 村 の 住人 の 中 で も 猟 に 長け て いる 。 弓 も 得意 だ 。 シモ ン か ら 


弓 を 教わっ た 者 も 多かっ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 指示 を つづ けた 。 

「 それから 、 コ ン ラ ー ト に 待機 し て も ら っ て いて くれ 。 キ メラ の 糞 
も だ 。 い ざと な っ た ら 彼 に 行っ て も ら う つと ころ が ある 。 」 

あげ られ た 名 に 、 ア レク は 不思議 そう に 首 を 傾げ た 。 

「 コン ラー ト ? あい つじ ゃ な きゃ ダメ な の か ? 」 

だ が 、 ヒュ ン ケ ル は 、 端 的 に 答え た 。 

「 彼 が 一 番 い い 。 恨 老 様 の 務 で 、 その 跡 を 継ぐ 者 だ 。 彼 で な けれ ば 
で き な い こと が ある 。 」 

アレ ク は すぐ に ヒュ ン ケ ル の 意図 を 把握 し 、 つ な ずい た 。 

「 ああ 、 わ か っ た 。 俺 が 話し て くる 。 」 

「 助かる 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 二 人 に 視線 を 向け た まま 、 指 示 を つづ けた 。 

「 万 が 一 の と き に は こう する 。 覚え て お いて ほし い 。 」 

そう 喜 っ て 、 彼 の 意図 を 二 人 に 伝え た 。 

彼ら が 懸念 する 「 万 が 一 の 事態 」 。 そ れ は 、 こ こ 数 日 ネイ ル 村 の 
近辺 に 出没 し て いた 見 慣れ な い 旅 装 の 一 段 だ っ た 。 

た だ の 旅人 な ら よ い 。 

だ が 、 そ れ が 何 か 別 の 目的 を 持っ て いる の で あれ ば 、 マ ァ ム も エ 
リカ も 無事 で は 済ま な し !。 

「 俺 は 先 に 行く 。 札 夏 な らい い の だ が ・・・ 

も し 、 1 時間 た っ て も 戻ら な けれ ば 、 出発 し て くれ 。 エリ カ が 次 
を 消し た あの 場所 で 落ち 合 お つう 。 」 

ヒュ ン ケ ル の 吉 葉 に 、 二 人 は うな ずい た 。 

2 」 

気 を つけ て な 。 」 

ドンク 由 急い で 自宅 に 戻る と 、 リ ビン グ の 奥 に 立て か け て 
いた 一 振り の 剣 を 手 に し た 。 今 の 彼 の 腕力 で も 震え る 、 細 身 の 剣 
だ 。 

ヒュ ン ケ ル は その 剣 の 柄 を 握り 、 力 を 込め た 。 

これ を ふる わ ず に 済む こと を 祈り な が ら 。 


ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 に 戻っ た ちょ うど その 頃 、 マ ァ ム は 森 の 中 


に 奇妙 な 光景 を 見 つけ て いた 。 

マ ァ ム は 、 エ リカ の 蘭 が 見 つか っ た 地点 か ら 北 上 し 、 木 の 影 に 潜 
みな が ら 、 少 し ずつ 、 歩 み を 進め て いた 。 

する と 、 見 慣れ な い 旅 装 の 男 が 、 森 の 中 を 北 に 歩い て いる の を 見 
つけ た 。 

マ ァ ム は 、 そ の 男 の 後 を 追う こと に し た 。 

ー 定 の 距離 を 保っ て 気配 を 消し 、 相 手 に 気付 か れ な いよ うに 足 を 
進め る 。 

そう し て いく と 、 不 意 に 、 そ の 男 が 姿 を 消し た 。 

マ ァ ム は 驚い て 、 そ の 男 の 消 えた 方 角 に 進ん だ 。 

する と 、 そ の 男 が 消え た 地点 の 近く まで 行っ た と き に 、 マ ァ ム 
は 、 奇 妙 な 光景 を 見 つけ た の だ 。 

平ら な 地面 だ 因 ウ で 0 所 が 落ち くぼん で いる 。 

そし て 、 そ の 窪地 か ら 、 分 厚い 布地 で で きた 小山 の よう な も の が 
頭 の 先 を 見 せ て 、 の ぞい て いた 。 

マ ァ アム は 、 か つて ヒュ ン ケ ル と と も に 作っ た 森 の 地図 を 頭 に 浮か 
べた 。 

ヒュ ン ケ ル が ネイ ル 村 で 暮らす よう に な っ て すぐ 、 彼 は 、 森 の 地 
形 を 知り た いと 言 っ た 。 ネ イル 村 で 暮らす の に 、 周 辺 の 森 で 迷っ て 
いる よう で は 話 に な ら な いと 彼 は 吉 っ て いた 。 

彼 は 、 マ ァ アム か ら 森 の 地形 を 聞く と 、 そ れ を 地図 に 起こ し て いっ 
た 。 

さら に 、 彼 は 、 実 際 に 自分 で 森 を 歩き 、 詳 細 な 地形 を その 地図 に 
書き 込ん で いっ た 。 

な だ ら か な 隆起 が ある 場所 。 

窪地 に な っ て いる 地点 。 

川 の 流れ 。 

沼地 の 位置 。 

木 が 混み 合っ て 生え て いる と ころ 

ぼっ か り と 開い た 空 s 間 に な っ て いる 箇所 。 

そう いっ た 細か い 特 徴 を 彼 は 自分 の 目 と 足 で 把握 し 、 そ れ を 地図 
に 落と で し らち た 。 

ァ ム は その 地図 を 脳裏 に 蘇 ら せ た 。 


確か に 、 こ の 下 に は 、 大 き な 窪 地 が あっ た 。 

だ が 、 木 が 混み 合っ て お り 、 な か な か それ に 気付 か な い 場 所 で も 
あっ た 。 木 の 生え 方 の 錯覚 で 、 よ く 見 な けれ ば 、 そ の まま 平ら な 地 
面 が 続い て いる よう に も 見 える 。 

マ ア ァ アム は 、 見 つか ら な いよ うに 注意 深く 窪地 に 近づい た 。 

そし て 、 地 面 に 伏せ 、 さ ら に 木々 の 間 か ら 様 子 を つか が っ た 。 

する と 、 先 ほど 見 えた 布 の 頭 の よう つ うな も の は 、 大 型 の テン ト だ と 
わか っ た 。 遊牧 民 が 使う よう な 、 何 本 も の 柱 で 支え て 、 そ の 上 か ら 
厚手 の 生地 で 首 つ 形 式 の も の だ 。 

その テン ト の 大 き さ と 漏れ て くる 話 声 か ら 、 中 に 7 - 8 人 の 人 間 
が いる で あろ つこ と は 予想 で きた 。 

で れ が 、 王 つ だ け で は な が ら っ た 。 

3 つ 、 い や 、 4 つく らい だ ろう か 。 そ の くら い の 数 の テン ト が 見 え 
だ 。 

まだ 日 の 落ち 切ら な いこ の 時 間 帯 で は 、 テ ント を 出入 りす る 者 た 
ちの 様子 が 見 て 取れ た 。 

そこ に いた の は 、 男 性 ば か り だ っ た 。 

どの 者 も 、 テ ント の 外 に いる 者 た ち は 、 し っ か り と し た 防寒 具 に 
身 を 包み 、 腰 に 剣 を 履い て いる 。 

荒れ た 雰囲気 を 映 に まとい 、 粗 野 な 笑い 声 が 聞こ えて きた 。 

そし て 、 そ の 出で立ち と は 不 似 合い に 、 手 に 重 そ うつ な 袋 を 携え て 
いる 者 も いた 。 

その ずっ し けり と し た 重み は 、 遠 目 に も 感じ られ た 。 

お そら く 、 中 身 は 金 だ ろう つ 。 

マ ァ ム は 、 隠 れる よう に し て テン ト を 上 張り 、 荒 い 雰 囲 気 で 、 そ の 
くせ 多額 の 金 を 持っ て いる と 思わ れる 彼ら の 正体 を 推測 し た 。 

マ ァ ム の 脳裏 を その 吉 葉 が よぎっ た 。 

まさ か 、 エ リカ は ここ に いる の だ ろう か 。 エ リカ が いな く な っ た 
場所 か ら こ こま で は 、 さ ほど 遠く は な く 、 3 0 分 も か か ら な い 。 

マ ァ ム は 慎重 に 様子 を つか が っ て いた が 、 そ の 視界 の 中 に 、 鮮 や 
か な 色 を 見 つけ 、 マ ァ ム は 思わ ず 声 を あげ そう に な っ た 。 

手前 の テン ト の 入り 口 の 布 が 翻 り 、 中 か ら 男 が ひと り 、 出 て き 


た 。 

だ が 、 そ の 男 は 、 右 手 を 横 に 伸ばし て お り 、 そ の 先 に 、 見 覚え の 
ある 鮮やか な 色 が 踊っ た 。 

育 中 に 流れ る 、 濃 い め の 亜麻 色 の 髪 。 

普段 は 後ろ る で 一 つ に まとめ られ て いる の が 、 和 解け て いる 。 

明らか に 少女 だ 。 

両 受 を 後ろ に 回 し た まま 、 隣 の 男 に 腕 を 引か れ て いる 。 

後ろ 姿 RSMN マ ァ ム に は すぐ に 分 か っ た 。 
en eoEU 力 | 

男 は 、 エリ カ ら し いい 少女 を 隣 の テン ト に 連れ て いく と 、 彼 自身 は 
すぐ に また そこ か ら 出 て きた 。 

粗野 な 笑い 声 が 遠く か ら 聞 こえ て きた 。 

マ ア ァ ム は 大 を 噛ん だ 。 

すぐ に で も 飛ん で いき た いし)。 

だ が 、 姿 賊 た ちの 人 数 は 、 少 な く 見 て も 2 0 人 は いる 。 

村 に 戻っ て 応援 を 呼ぶ べき か 。 

それ と も 。 

マ ァ ム は 、 し ば し の 間 、 思 案 に 暮れ た 。 

不意 に 、 マ ァ ム の 脳裏 に 、 い つか 村 で 見 た 、 ヒ ュ ン ケル の 立ち 合 
う 姿 が 思い 起こ され た 。 

その 日 の 夜 の 彼 の 吉 葉 が 交 る 。 
ー も つう 、 あ の 頃 の 腕力 や スピ ー ド を 取り 戻す の は 、 無 理 だ な 。 

そし て 、 こ の 腕 に 抱き し め た 彼 の 温もり も 。 

マ ア ム は 、 き ゅ っ と 大 を 結ぶ と 、 心 を 決め た 。 

夜 を 待 と う 。 

マ ア ァ アム は 、 物陰 こ 潜 ん だ まま 、 条 が 導 に 才 わ れる その と き を 待っ 
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